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❸ 【学長コラム】 
　　100周年から120周年まで、20年の歩み 学長 柳澤　保徳

❹ 【大学の取り組み】 ちょっと違う教職大学院の教育実習
  教職開発講座 教授 安藤　輝次

❺ 【大学の取り組み】 修士課程の新たな出発 ～大学院改組～   
  大学院改組準備委員長 上野　ひろ美

❻ 【大学の取り組み】 地域連携による教員免許状更新講習試行について 
  免許状更新講習実施検討プロジェクト副座長 藤田　　正

❼ 写真で見る大学120年　その2　大正・昭和期
❽ 【ラボ・レター】
　　学校現場の課題に応えるために 教職開発講座 准教授 粕谷　貴志
　　大学レベルの英語 英語教育講座 講師 パーキンス・ロバート
　　教育現場に生かせる実践力を 教職開発講座 講師 松井　秀史
　　現代の教育事象を社会学する 学校教育講座 准教授 渋谷　真樹

10 【留学生レポート】
　　ルーマニアでの半年間 総合教育課程生涯学習コース 4回生 手代木　丈伸
　　アメリカ留学体験記 総合教育課程生涯学習コース 4回生 小野田 奈央
　　日本留学の経験 特別聴講学生（フランス・リヨン第3大学） ビリオン   ヴァンサン
　　日本での貴重な経験と留学生活 学校教育教員養成課程教育・発達基礎コース 2回生 ティン ティンヌェ

12【ひと・あれ・これ】
　　想いは必ず伝わる 三郷市立三郷小学校 城本　雅司

　　未熟な縁の下の力持ち 日本ビー・ケミカル株式会社 正木　祥子

13【課外活動共用施設完成】
　　広がるサークル活動 学校教育教員養成課程言語・社会コース4回生 文化会会長 旧田　克也
　  【課外活動】 ウインドアンサンブル
　　サークル活動を通じて学んだこと 総合教育課程 文化財・書道芸術コース3回生 天池　規夫

14 【附属校園では】
幼稚園 大学との連携をいかした幼児教育 附属幼稚園 教諭 山本　祐子
小学校 子どもの健やかな成長に向けて 附属小学校 教諭 小 畑 　 治
中学校 ＥＳＤの理念を学ぶ教科活動と学校行事 附属中学校 副校長 植村　啓介

16【大学の仲間たち】 
　　コミスジ 自然環境教育センター長 前田喜四雄
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表 紙 紹 介

走
こ
の
作
品
は
、
上
部
ブ
ロ
ン
ズ
の

具
象
形
態
と
、
下
部
木
彫
の
幾
何
形

体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
存
知
、

奈
良
教
育
大
学
の
学
章
は
天
平
雲
で

あ
り
、「
天
平
雲
の
上
を
駆
け
抜
け

ろ
!
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

基
部
の
木
彫
部
分
は
、
戦
国
時
代

か
ら
あ
る
日
本
の
家
紋
「
違
い
角
」

か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て

立
体
化
し
ま
し
た
。
設
置
さ
れ
て
い

る
の
は
R
12
文
美
棟
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

で
す
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、

矩
形
の
窓
枠
、
壁
面
・
床
面
タ
イ
ル

に
も
矩
形
が
多
用
さ
れ
た
明
る
い

吹
き
抜
け
空
間
で
、
彫
刻
を
置
く
に

ふ
さ
わ
し
く
、
あ
え
て
幾
何
形
体
も

使
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点

で
、
こ
の
作
品
が
し
っ
く
り
と
な
じ

ん
で
い
ま
す
。

 

こ
の
表
紙
で
は
、
光
に
向
か
っ
て
走

る
女
性
像
が
、
意
外
な
ア
ン
グ
ル
で

斜
め
後
方
か
ら
写
真
に
撮
ら
れ
て
、

今
に
も
外
に
走
り
出
て
行
き
そ
う
な

勢
い
で
す
。 

折
り
し
も
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
幕
の
夏
。
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
競
技
者
は
全
員
全
裸
で
走
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

【
解
説
】

美
術
教
育
講
座 

教
授　

西 

野  

愼 

二

表
紙
題
字　

名
誉
教
授

池
田
桂
鳳

奈
良
教
育
大
学
は
、こ
の
秋
に
創
設
1
2
0

周
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、記
念
事
業
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
が
、日
頃
の
読
者
の
方
々
の
ご

支
援
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

前
回
の「
周
年
行
事
」は
文
字
通
り
1
0
0
周

年
で
し
た
か
ら
、時
代
が
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
移

り
、平
成
20
年
に
記
念
の
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
、こ
の
20
年
間

の
奈
良
教
育
大
学
の
歩
み
を
振
り
返
る
機
会
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
学
は
、明
治
21（
1
8
8
8
）年
の
奈
良
県

尋
常
師
範
学
校
の
開
校
を
創
立
の
時
と
し
て
い

ま
す（
さ
ら
に
、そ
の
前
身
と
な
る『
寧
楽
書
院
』

に
そ
の
起
源
を
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。
本
学

の
創
立
記
念
日
は
11
月
18
日
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、こ
の
日
は
師
範
学
校
の
開
校
記
念
日
で

す
。
戦
後
の
昭
和
24（
1
9
4
9
）年
、師
範
学
校

は
大
学（
奈
良
学
芸
大
学
）に
な
り
ま
す
が
、法

令
上
の
大
学
の
設
立
日
で
あ
る
5
月
31
日
で
は

な
く
、11
月
18
日
に「
奈
良
師
範
学
校
開
校
60
周

年
記
念
式
」を
兼
ね
て
、開
学
記
念
の
式
典
が
挙

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
師
範
学
校
か
ら
学
芸
大
学

へ
の
連
な
り
を
強
く
意
識
し
た
、当
時
の
方
々
の

想
い
が
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、最
近
の
20
年
間
で
、本
学
に
限
ら
ず
、国

公
私
立
の
大
学
の
有
り
様
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
奈
良
教
育
大
学
で
は
、平
成
7
年
度
に

新
課
程
と
呼
ば
れ
る「
総
合
文
化
科
学
課
程
」を

設
置
し
ま
し
た
。
当
時
は
今
日
と
は
逆
に
、全
国

的
な
教
員
需
要
の
低
迷
期
を
迎
え
て
お
り
、教

員
養
成
を
目
的
と
し
な
い
課
程
を
設
置
し
た
の

で
す
が
、決
し
て
消
極
的
な
対
応
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
で
言
う
と
こ
ろ
の
文
理
融
合
型

の
、奈
良
の
特
色
も
生
か
し
た
新
課
程
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、教
育
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
ま

す
ま
す「
悪
化
」し
ま
し
た
。
平
成
10
年
か
ら
の

3
年
間
、全
国
の
教
育
大
学・
教
育
学
部
に
は
、

教
員
養
成
課
程
定
員
の
5
千
人
削
減
に
続
い

て
、平
成
13
年
に
は
府
県
域
を
超
え
た
再
編・統

合
と
い
う
、2
つ
の
荒
波
が
襲
い
ま
し
た
。『
教

員
の
養
成
は
量
よ
り
も
質
だ
』と
い
う
こ
と
を
つ

く
づ
く
実
感
し
た
と
き
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
、平
成
16
年
4
月

に
国
立
大
学
は
法
人
化
さ
れ
、新
た
な
時
代
を

迎
え
ま
し
た
。
各
大
学
は
中
期
目
標・
中
期
計

画
を
定
め
て
い
ま
す
が
、法
人
化
5
年
目
の
今

年
は
、こ
れ
ま
で
の
実
績
を
ま
と
め
る
と
い
う
大

変
大
切
な
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
と

同
時
に
、最
近
で
は
奈
良
県
を
含
む
大
都
市
圏

で
は
、教
員
採
用
数
の
急
増
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。で

は
、『
質
よ
り
量
』の
時
代
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
、本
学
は
、教
員
養
成
教
育
の
質
の
向
上
に

正
面
か
ら
取
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
先
駆
的
な

取
り
組
み
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、奈
良
教
育
大
学

オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク（C
uffet

：C
urriculum

 F
ram
ew
ork 

for E
xpert T

eachers

）」で
す
。
4
年
間

の
学
び
の
成
果
と
し
て
、新
任
教
師
に
求
め
ら
れ

る
目
標
資
質
能
力
基
準
を
あ
ら
か
じ
め
示
し
、

学
生
の
皆
さ
ん
が
各
授
業
科
目
か
ら
何
を
学

び
、ど
の
よ
う
な
資
質
能
力
を
身
に
つ
け
た
か
を

自
覚
し
つ
つ
、自
ら
成
長
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。「
大
学
教
員
が
何
を
教
え
た
か
」と
と

も
に
、「
学
生
が
何
を
学
び
ど
の
よ
う
な
力
を
つ

け
た
の
か
」を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、大
学
教

育
の
新
し
い
潮
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、今
年
4
月
に
は
、四
半
世
紀
前
に
設

置
さ
れ
た
大
学
院
を
改
組・拡
充
し
、新
し
く
教

職
大
学
院（
教
職
開
発
専
攻
）を
開
設
し
ま
し

た
。
修
士
課
程
と
と
も
に
、大
学
院
に
お
け
る
高

度
専
門
職
業
人
と
し
て
の
教
員
の
養
成
に
向
け

て
出
発
し
ま
し
た
。

創
立
以
来
1
2
0
年
を
経
て
、奈
良
教
育
大

学
は
名
実
と
も
に
、新
し
い
時
代
へ
の
船
出
の
時

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

THE PRESIDENT

COLUMN

柳澤　保德
奈良教育大学 学長

【学長コラム】

100
周
年
か
ら
120
周
年
ま
で
、
20
年
の
歩
み



平
成
20
年
4
月
よ
り
、修
士
課
程
が
改
組
さ
れ
た
。
教

職
大
学
院（
専
門
職
学
位
課
程
）の
新
設
に
伴
い
、新
た
な

出
発
を
し
た
の
で
あ
る
。
教
育
者
に
求
め
ら
れ
る
力
が

複
雑
化
・
高
度
化
す
る
今
日
、修
士
課
程
も
ま
た
新
段
階

を
迎
え
て
い
る
。
教
育
の
理
論
と
実
践
に
関
す
る
高
度

な
専
門
性
と
実
践
的
指
導
力
を
備
え
た
、高
度
専
門
職
業

人
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

新
た
な
組
織

新
た
な
組
織
は
図
の
と
お
り
。　
　

が
新
た
な
領
域

を
得
て
出
発
し
た
専
攻
・
専
修
で
あ
る
。

修
士
課
程
共
通
科
目
の
展
開

一
回
生
全
員
が
、
修
士
課
程
共
通
科
目
を
受
講
す
る
。

授
業
題
目
は
「
現
代
に
お
け
る
学
校
教
育
の
課
題
〜
文

化
・
科
学
・
芸
術
の
現
代
的
成
果
の
最
先
端
と
子
ど
も

青
年
の
発
達
を
つ
な
ぐ
〜
」
で
あ
る
。
今
日
の
学
校
教

育
が
直
面
す
る
課
題
を
知
り
、
文
化
・
科
学
・
芸
術
の

内
容
を
、
子
ど
も
の
発
達
の
た
め
に
ど
う
取
り
入
れ
て

い
く
か
を
学
ぶ
。
学
長
の
講
義
に
始
ま
り
、
外
部
特
別

講
師
を
含
め
、
文
化
・
科
学
・
芸
術
・
教
育
と
、
本
学

な
ら
で
は
の
豪
華
で
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
教
員
が
、
知

恵
を
集
め
て
担
当
し
て
い
る
。

専
攻
共
通
科
目
、専
門
科
目
、修
士
論
文

専
攻
共
通
科
目
と
し
て
、
学
校
教
育
専
攻
で
は
「
学
校

教
育
研
究
方
法
論
」
と
「
子
ど
も
理
解
特
論
」
を
、
教
科

教
育
専
攻
で
は
「
教
科
授
業
研
究
特
論
」
を
学
び
、
多
彩

な
専
門
科
目
で
は
、
理
論
と
と
も
に
実
践
事
例
を
交
え
た

教
育
内
容
に
よ
っ
て
学
び
を
深
化
さ
せ
、
最
後
に
修
士
論

文
へ
と
昇
華
さ
せ
る
。

な
お
、修
士
課
程
と
専
門
職
学
位
課
程
（
教
職
大
学
院
）

は
、相
互
に
受
講
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。（
単
位
制
限
あ
り
）

 特
色
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開

〜「
地
域
と
伝
統
文
化
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」ほ
か
〜

修
士
課
程
で
は
、す
べ
て
の
院
生
が
受
講
で
き
る
特
色

あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、「
地
域
と
伝
統
文
化
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム（
平
成

19
年
度
大
学
院
教

育
改
革
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
採
択
）
を

新
し
く
展
開
中
で

あ
る
。〝
世
界
遺

産
と
環
境
に
恵
ま

れ
た
教
育
系
大
学

院
〞と
い
う
、本
学

だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
専
攻
・
専
修
に
関
わ
ら
ず
、

本
学
に
学
ぶ
多
く
の
院
生
に
受
講
を
薦
め
た
い
。
そ
の

他
、「
幼
保
統
合
の
保
育
実
践
知
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
平

成
19
年
度
専
門
職
大
学
院
等
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
採

択
）な
ど
、充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

平
成
20
年
度
大
学
院
改
組
は
、新
修
士
課
程
と
教
職
大

学
院
の
新
設
と
し
て
ひ
と
ま
ず
決
着
を
見
た
が
、改
革
の

努
力
は
続
い
て
い
る
。
奈
良
教
育
大
学
大
学
院
で
院
生

が
何
を
学
び
、ど
の
よ
う
な
力
量
を
つ
け
て
修
了
し
て
い

く
か
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

野
球
、冬
ソ
ナ
、メ
ジ
ャ
ー
、ケ
ロ
ロ
軍
曹
、ク
イ
ズ
ヘ

キ
サ
ゴ
ン
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、ニ
ュ
ー

ス
、ド
ラ
エ
も
ん
。

こ
れ
は
、年
輩
の
人（
実
は
現
職
教
員
で
教
職
大
学
院

生
）が
中
学
一
年
の
教
室
で
見
て
い
る（
写
真
①
右
）、「
思

い
っ
き
り〝
自
己
Ｐ
Ｒ
〞」と
題
す
る
シ
ー
ト
に
記
さ
れ
た
、

「
よ
く
観
る
Ｔ
Ｖ
」の
中
で
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
向
こ
う
に
い
る
の
が
学
部
卒
の
院
生
。
さ
す
が
現
職
教

員
は
、目
の
付
け
ど
こ
ろ
が
違
う
。
教
室
の
掲
示
物
か
ら

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
特
性
を
捉
え
て
、そ
の
子
の
学
び

と
関
連
づ
け
よ
う
と
す
る
。
学
部
卒
の
院
生
は
、そ
の
学

び
方
を
見
習
っ
て
自
然
に
学
ぶ
よ
う
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん

授
業
で
気
づ
い
た
事
柄
は
、院
生
が
所
定
の
用
紙
に
メ
モ

を
し
て
お
り
、教
室
の
前
後
か
ら
ビ
デ
オ
撮
影
を
し
て
記

録
に
残
す
。

そ
し
て
放
課
後
に
、写
真
②
の
よ
う
に
、Q
＆
A
の
会

が
あ
る
。
こ
の
写
真
は
、小
学
校
の
授
業
を
参
観
し
た
後

の
Q
＆
A
の
会
だ
が
、事
前
に
教
職
大
学
院
教
員
を
交
え

た
検
討
会
が
あ
る
。
だ
か
ら
、Q
＆
A
で
は
十
分
考
え
抜

い
た
質
問
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
聞
き
方
次

第
で
、答
え
る
方
も
快
く
答
え
た
り
、そ
う
で
な
か
っ
た

り
す
る
が
、院
生
は
そ
こ
ら
辺
の
心
得
も
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

教
職
大
学
院
一
回
生
は
、5
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
週

一
日（
小
学
校
は
木
曜
、中
学
校
は
火
曜
）、こ
の
よ
う
に

一
日
か
け
て
授
業
を
見
て
検
討
す
る
。
現
職
院
生
も
小
・

中
学
校
の
両
方
に
行
く
と
、こ
れ
ま
で
異
校
種
の
訪
問
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、「
視
野
が
広
が
っ
た
」と
い
う

声
も
多
い
。

私
た
ち
教
員
は
、教
育
実
習
に
並
行
し
て「
授
業
省
察
」

「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
」「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」「
ケ
ー

ス
・
ス
タ
デ
ィ
」を
受
け
持
つ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
院
生
は
、

学
校
で
見
聞
き
し
た
事
柄
と
学
問
的
研
究
と
を
関
連
づ

け
て
い
く
。

例
え
ば
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
」の
授
業
で
は
、Q

－

U（
学
級
経
営
の
現
状
と
改
善
法
を
示
す
評
価
法
）を

習
い
、そ
の
考
え
方
を
教
科
指
導
の
根
底
に
あ
る
学
級
経

営
の
あ
り
方
に
見
出
す
。「
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
」の
授
業

で
は
、〝
科
学
の
知
〞よ
り
む
し
ろ〝
臨
床
の
知
〞で
は
ど
う

な
る
の
か
と
考
え
、「
授
業
省
察
」で
は
、個
々
の
授
業
に

即
し
て
評
価
し
た
り
、改
善
案
を
出
し
た
り
す
る
。
そ
し

て
、「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」の
授
業
に
お
い
て
、学
び
の
歩

み
を
辿
っ
て
、成
長
や
変
容
を
可
視
化
す
る
の
で
あ
る
。

院
生
は
、教
育
実
習
や
大
学
で
の
授
業
の
概
要
、気
づ

き
な
ど
を
、貸
与
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て〝
デ
ジ

タ
ル
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ（
他
の
教
員
や
院
生
も
ア
ク
セ

ス
可
能
）〞に
書
き
込
む
。
だ
か
ら
、す
べ
て
の
院
生
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
も
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
し
て
教
職
大
学
院
生
は
、10
月
の
学
校
問
題
の
組
織
的

対
応
を
学
ぶ
教
育
実
習
、二
年
次
前
期
の
自
分
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
課
題
解
決
型
の
教
育
実
習
へ
と
進
ん
で
い
く
。

今
、院
生
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
り
、「
院
生
便

り
」を
出
し
た
り
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
大
学

祭
へ
も
出
展
予
定
で
あ
る
。
皆
さ
ん
も
こ
の
よ
う
な
教

職
大
学
院
に
来
て
、一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

大学の取り組み

写真①

ち
ょ
っ
と
違
う
教
職
大
学
院
の
教
育
実
習

 

教
職
開
発
講
座 

教
授 

安
藤　

輝
次 

写真②

大学の取り組み

修
士
課
程
の
新
た
な
出
発 

〜
大
学
院
改
組
〜

大
学
院
改
組
準
備
委
員
長 

上
野　

ひ
ろ
美 

教育学研究科（修士課程） 教育学研究科（修士課程及び専門職学位課程）
専攻名 専修名

教育科学
教育心理学

国語教育
社会科教育
数学教育
理科教育
音楽教育
美術教育（書道を含む）
保健体育
英語教育
生活科学教育

奈良教育大学大学院改組図

【改組前】 【改組後】

学校教育
（7人）

専攻名 専修名
教育科学
教育心理学
教育臨床・特別支援教育

学校教育（10人）
（修士課程）

教育臨床・
特別支援教育

カリキュラム開発

教育実践開発
(8人）

教科教育
生徒指導
学級経営
教育課程

教職開発 (20 人）
（専門職学位課程）

教科教育 (45 人）

国語教育・日本語日本文化教育
社会科教育
数学教育（情報を含む）
理科教育（文化財科学を含む）
音楽教育
美術教育（書道、伝統文化・文化財を含む）
保健体育
英語教育（異文化理解を含む）
生活科学教育

教科教育 (40 人）
（修士課程）

・技術科（専修免許）の撤退

・教育臨床
・特別支援教育専修が
学校教育専攻に移行

・教職大学院の新設
・カリキュラム開発専
修の廃止

注 1  教育実践開発専攻の廃止　　注 2  技術科専修免許は学校教育専攻で取得

（       ）主
な
領
域

修士課程における教育課程

【履修課程】 【学びの階梯】 【サポートプログラム】
成果公表の努力

（学内外誌への投稿等） 自己の学びの対象化

修士論文の最終発表会
抽象化・一般化・理論化

海外学会への出席

TTによる評価体制

学内セミナー又は学会発表
論理構成・問題解決

学会への出席

T・Aの活用と教育

各種フィールド及び
　　　　教育実践フィールドの提供M2

M1

・養成GPに参加する学校フィールド
・ピアサポート
・スクールボランティア

TTグループによる指導

自由な教育研究環境の醸成

新入生オリエンテーション

修士論文中間発表

修士論文テーマ発表

専攻共通科目・専修専門科目

課程共通科目

指導教員とのオリエンテーション

学校フィールドを活用した
授業展開

問題意識の先鋭化
課題設定

専門知識、技術の獲得
研究方法論の修得
専攻に閉じこもらない

院生間のコミュニケーション力

自己の課題意識のたがやし
教育課題の俯瞰

問いを持てる力、課題化できる力
（学びの集団の形成）

奈良教育実践学会等への出席

4SUMMER 2008　ならやま5 ならやま　SUMMER 2008



１
．
教
員
免
許
更
新
制
導
入
と

　
　
　
　
　
　
　

奈
良
教
育
大
学
の
役
割

平
成
19
年
6
月
に
教
育
職
員
免
許
法
が
改
正
さ

れ
、
平
成
21
年
度
か
ら
教
員
免
許
更
新
制
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
制
度
導
入
後
に
授

与
さ
れ
る
免
許
状
に
つ
い
て
は
10
年
の
有
効
期
間

が
、
こ
れ
ま
で
の
免
許
状
に
つ
い
て
は
10
年
ご
と

の
修
了
確
認
期
限
が
各
々
定
め
ら
れ
、
該
当
期
限

ま
で
に
免
許
状
更
新
講
習
（
必
修
領
域
12
時
間
と

選
択
領
域
18
時
間
の
計
30
時
間
）
の
受
講
・
修
了

が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

か
ね
て
よ
り
奈
良
教
育
大
学
は
、
奈
良
県
に
お

け
る
中
核
的
な
教
員
養
成
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、
大
学
院
へ
の
現
職
教
員
受
け

入
れ
、
10
年
経
験
者
研
修
、
学
校
経
営
研
修
な
ど

の
教
員
研
修
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
実
績
を
踏
ま
え
て
、
免
許
状
更
新
講
習
に
つ

い
て
も
、
本
学
が
中
心
と
な
っ
て
開
設
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
21
年
度
か
ら
の
本
格

実
施
に
お
い
て
、
必
修
領
域
に
関
し
て
は
奈
良
県

内
全
教
員
の
受
講
受
け
入
れ
を
行
い
、
選
択
領
域

に
お
い
て
も
相
当
数
の
受
講
受
け
入
れ
を
行
う
こ

と
を
基
本
的
な
方
針
と
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
教
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様

な
講
習
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
奈
良
県
教
育
委
員

会
及
び
県
内
大
学
と
、
19
年
度
か
ら
免
許
状
更
新

講
習
に
関
す
る
情
報
交
換
と
協
議
の
場
を
持
ち
、

連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
県
教
育
委
員
会
提
供
の

資
料
に
よ
れ
ば
、
奈
良
県
で
は
毎
年
1
3
0
0
人

ほ
ど
の
受
講
者
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

２
．
奈
良
県
内
大
学
間
で
の
連
携
と

　
　
　
「
試
行
講
習
」実
施
に
向
け
て
の
取
り
組
み

本
年
度
は
、
文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け
て
、

奈
良
県
内
の
奈
良
女
子
大
学
、
畿
央
大
学
、
帝
塚

山
大
学
、
天
理
大
学
、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
、
奈

良
芸
術
短
期
大
学
、
及
び
奈
良
県
教
育
委
員
会
と

の
連
携
協
力
の
も
と
、
試
行
と
し
て
の
更
新
講
習

（
以
下
「
試
行
講
習
」）
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
試
行
講
習
で
は
、
県
内
の
他
大

学
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学

の
特
色
を
活
か
し
た
多
様
な
講
習
が
開
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

試
行
講
習
に
つ
い
て
は
下
記
の
表
の
通
り
で
す
。

領域 開設日 開設講座名 主な対象 会場 受講人数 時間数

必修 ７/5・6（土・日） 教育の最新事情 全教員 奈良教育大学 １００人 １２時間

選択 7/12（土） 教育内容の研究（「表現」を中心に） 幼稚園教員 大阪樟蔭女子大学（関屋キャンパス） ２０人 ６時間

選択 7/12（土） 心理学の視点から 全教員共通 大阪樟蔭女子大学（関屋キャンパス） ５０人 ６時間

選択 8/11（月） 教育内容の充実（中高美術教員用） 中高美術教員 奈良芸術短期大学 ２０人 ６時間

選択 8/11（月） 社会科の授業内容への方法的接近 中高社会・地歴・公民教員 奈良教育大学 ４０人 ６時間

選択 8/12（火） 中高国語科の指導と教育内容の充実 中高国語教員 奈良教育大学 ５０人 ６時間

選択 8/13（水） 中高理科の指導と教育内容の充実 中高理科教員 奈良女子大学 ３０人 ６時間

選択 8/13（水） 幼児の発達と教育 幼稚園教員 奈良教育大学 ４０人 ６時間

選択 8/18（月） 教育内容の充実（全教員共通） 全教員共通 奈良教育大学 100人 ６時間

選択 8/19（火） 教育内容の充実（小学校教員用） 小学校教員 奈良教育大学 ５０人 ６時間

選択 8/20（水） 新教育課程における小学校教育 小学校教員 畿央大学 ５０人 ６時間

選択 8/20（水） 中高保健体育科の指導と生徒指導 中高保健体育教員 天理大学（体育学部キャンパス） ３０人 ６時間

選択 8/20（水） 特別支援教育の当面する課題 特別支援教育関連教員 奈良教育大学 ５０人 ６時間

大学の取り組み

地
域
連
携
に
よ
る

教
員
免
許
状
更
新
講
習
試
行
に
つ
い
て

 

免
許
状
更
新
講
習
実
施
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
副
座
長 

藤
田　

正 
写
真
で
見
る

　
　

大
学
1
2
0
年

そ
の
2　

大
正
・
昭
和
期

明
治
21（
1
8
8
8
）年
に
創
設
さ
れ
た
本
学

は
、本
年
、1
2
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。11
月
22

日
に
は
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、他
に
も
記
念
誌
編

集
や
記
念
講
演
な
ど
の
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。明
治
期
、大
正
・
昭
和
期
、平
成
期

の
三
回
に
分
け
て
、「
写
真
で
見
る
大
学
1
2
0

年
」を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。今
回
は
そ
の
第
二

回
、大
正
・
昭
和
期
で
す
。

明
治
31（
1
8
9
8
）年
に
、師
範
教
育
令
に

よ
り
、奈
良
県
師
範
学
校
と
改
称
し
ま
す
。明
治

35
年
に
女
子
部
が
設
け
ら
れ
、
三
年
後
の
明
治

38
年
に
は
奈
良
県
女
子
師
範
学
校
と
し
て
独
立

し
ま
す
。大
正
期
は
、こ
の「
師
範
学
校
」と「
女

子
師
範
」と
で
幕
を
開
け
ま
す
。更
に
、大
正
10

（
1
9
2
1
）年
に
は
奈
良
県
実
業
補
習
学
校
教

員
養
成
所
が
開
校
し
、「
師
範
学
校
」の
整
備
と

拡
充
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。

写
真
①
は
大
正
５
年
の
も
の
で
、「
秋
期
陸
上

運
動
会
ク
ラ
ス
優
勝
記
念
写
真
」と
あ
る
も
の
で

す
。白
い
服
で
中
に
立
つ
４
人
が
選
手
で
、周
り

が
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
な
の
で
し
ょ
う
。一
方
教
員
の

方
は
、大
正
２
年
の
も
の
と
し
て
、「
師
範
学
校

職
員
一
同
」と
題
す
る
写
真
②
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
頃
の
写
真
に
は
、
授
業
風
景
を
撮
影
し

た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。写
真
③
は
、理
科

実
験
風
景
、写
真
④
は
柔
道
練
習
で
、い
ず
れ
も

大
正
２
年
の
も
の
で
す
。よ
く
見
ま
す
と
、全
て

ポ
ー
ズ
が
撮
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
ス

ナ
ッ
プ
写
真
と
い
う
時
代
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

同
様
に
、写
真
⑤
は
女
子
師
範
の
様
子
を
撮
影
し

た
も
の
で
、音
楽
の
授
業
風
景
で
す
。

昭
和
18（
1
9
4
3
）年
、奈
良
県
師
範
学
校

と
女
子
師
範
学
校
は
統
合
・
官
立
移
管
さ
れ
、奈

良
師
範
学
校
の
男
子
部
・
女
子
部
と
な
り
ま
す
。

奈
良
県
実
業
補
修
学
校
教
員
養
成
所
は
、昭
和
10

年
に
奈
良
県
立
青
年
学
校
教
員
養
成
所
と
改
称

さ
れ
、昭
和
19
年
に
は
奈
良
青
年
師
範
学
校
と
し

て
官
立
移
管
さ
れ
ま
す
。二
つ
の
師
範
学
校
が
統

合
し
て
、奈
良
学
芸
大
学
が
発
足
す
る
の
は
、大

戦
後
の
昭
和
24（
1
9
4
9
）
年
の
こ
と
で
す
。

昭
和
初
期
の
写
真
は
少
な
く
、写
真
⑥
は
、女
子

寄
宿
寮
で
の「
静
座
」を
写
し
た
も
の
で
、当
時

を
語
る
貴
重
な
一
枚
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

1
2
0
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
秘
書
・
企
画
課（
電
話

0
7
4
2

－

27

－

9
1
0
4
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

①

⑥⑤

④

③

②
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学
校
現
場
の
課
題
に

応
え
る
た
め
に

教
職
開
発
講
座 

准
教
授　

粕
谷　

貴
志

■ 

あ
な
た
は
ど
の
タ
イ
プ
で
す
か
？

　
「
朝
、少
し
離
れ
た
所
を
歩
い
て
い
た
友
達
に

『
お
は
よ
う
！
』と
声
を
か
け
た
ら
、そ
の
ま
ま

行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
あ
な
た
は
ど
の
タ

イ
プ
で
す
か
？
」

タ
イ
プ
１
：
追
い
か
け
て
行
っ
て「
何
ぼ
ん
や
り

　
　
　
　
　

し
て
る
の
？
お
は
よ
！
」と
言
う
。

タ
イ
プ
２
：
ま
ぁ
い
い
か
ぁ
、と
そ
の
ま
ま
。

タ
イ
プ
３
：
ひ
ょ
っ
と
し
て
怒
っ
て
る
？
私
、何

　
　
　
　
　

か
気
を
悪
く
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と

　
　
　
　
　

し
た
か
な
…
と
一
人
反
省
会
。

　

授
業
で
学
生
た
ち
に
聞
く
と
、ち
ゃ
ん
と
３
つ

の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
ま
す
。
ど
の
タ
イ
プ
で
も

そ
の
人
の
良
さ
に
つ
な
が
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、普

通
特
に
問
題
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
根
底
に
、「
そ
こ
そ
こ
価
値
の
あ
る
自
分
」「
人

は
応
え
て
く
れ
る
も
の
」と
思
え
る
自
己
や
他
者

へ
の
信
頼
感
が
あ
れ
ば
良
い
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
個
人
差
は
、こ
れ
ま
で
の
人
と
の

関
わ
り
の
中
で
遂
げ
て
き
た
、心
理
社
会
的
発
達

の
一
側
面
を
表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

■ 

近
年
の
学
校
現
場
の
課
題
と
は
？

　

近
年
多
く
の
学
校
が
、不
登
校
や
い
じ
め
、学

級
崩
壊
、学
校
の
荒
れ
、非
行
な
ど
多
く
の
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
私
は
、児
童
生
徒
の
心
理

社
会
的
発
達
を
捉
え
る
内
的
作
業
モ
デ
ル
に
焦

点
を
当
て
て
、こ
れ
ら
の
問
題
の
要
因
や
解
決
の

た
め
に
必
要
な
、心
理
教
育
的
援
助
を
明
ら
か
に

す
る
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
、近
年
の
学
校
現
場
の
問
題
と
つ
な
が
る
児

童
生
徒
の
変
化
は
、地
域
や
家
庭
の
変
化
の
影
響

を
受
け
た
心
理
社
会
的
発
達
の
問
題
を
含
ん
で

お
り
、学
校
は
そ
の
変
化
へ
の
対
応
を
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、成
果
を
挙
げ
て
い
る
学

校
は
、既
に
現
在
の
児
童
生
徒
の
発
達
の
課
題
に

応
え
る
実
践
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
見
え

て
き
て
い
ま
す
。

　

所
属
す
る
教
職
大
学
院
は
、現
在
の
教
育
課
題

に
対
応
で
き
る
、実
践
的
指
導
力
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
私
自
身
も
、現
在
の
教
育
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、現
場
に
役
立
つ
研

究
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
レ
ベ
ル
の
英
語

　
　
　

英
語
教
育
講
座 

講
師 

パ
ー
キ
ン
ス
・
ロ
バ
ー
ト

■ 

伝
統
英
語
教
育
の
局
限
性

　

大
学
レ
ベ
ル
の
学
生
は
、既
に
伝
統
的
な
常
設
英

語
教
育
を
少
な
く
と
も
6
年
間
も
受
け
、さ
ら
に
早

い
段
階
で
英
語
教
育
を
受
け
た
人
も
少
な
く
な
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、こ
れ
ほ
ど
語
学
学
習
を
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
、多
く
の
学
生
は
ま
だ
、英
語
の

基
本
的
な
会
話
レ
ベ
ル
に
も
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
従
来
の
教
授
方
法
だ

と
、単
に
テ
ス
ト
や
教
科
書
を
増
や
し
、語
学
学
習

を
現
実
世
界
か
ら
さ
ら
に
離
れ
る
方
向
に
持
っ
て

い
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、今
の
学
生
た
ち
が
語
彙

力
を
持
ち
な
が
ら
も
、簡
単
に
方
向
を
聞
く
質
問
さ

え
で
き
な
い
現
状
を
作
り
上
げ
た
、失
敗
と
言
え
る

プ
ロ
セ
ス
の
続
き
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

　

大
学
レ
ベ
ル
の
学
生
は
、英
語
に
精
通
で
き
る
よ

う
に
な
る
ツ
ー
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、ど

の
言
語
で
も
そ
う
で
す
が
、本
当
に
マ
ス
タ
ー
す
る

た
め
に
は
も
っ
と
日
常
的
に
、校
内・校
外
と
も
に
多

く
使
用
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■ 
関
連
性
を
重
視
す
る

　

本
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、例
文
の
型
に

は
ま
る
こ
と
が
め
っ
た
に
な
く
、も
っ
と
ば
ら
ば
ら

で
も
っ
と
複
雑
で
、混
乱
し
て
い
た
り
し
ま
す
。
だ

か
ら
、も
し
学
生
た
ち
が
も
っ
と
実
用
的
な
方
法
を

見
つ
け
れ
ば
、今
ま
で
の
抽
象
的
な
学
習
世
界
か

ら
、本
当
の
現
実
世
界
へ
踏
み
入
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

　

話
し
手
が
話
し
、聞
き
手
が
聞
い
て
、そ
れ
に
関

連
す
る
質
問
を
し
て
、言
葉
の
意
味
を
確
か
め
ま

す
。〝
流
暢
〞と
は
、辞
書
や
教
科
書
や
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
頼
る
こ
と
な
く
話
を
し
、意
味
の
あ
る
質

問
を
し
つ
つ
答
え
を
消
化
し
、ま
た
そ
れ
に
反
応
し

て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

■ 

よ
り
良
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
、よ
り
良
い
結
果

　

学
生
た
ち
が
英
語
と
接
す
る
時
間
は
、週
一
回
の

90
分
の
ク
ラ
ス
だ
け
で
は
不
十
分
過
ぎ
で
す
。
時

間
を
延
ば
す
有
効
な
方
法
の
一
つ
と
し
て
は
、効
率

の
高
い
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
、学

生
た
ち
の
た
め
に
英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
作
成
し
、も
っ
と
便
利
か
つ
実
用
的
な
情
報
交

換
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
方
式
を
用
い
る
こ
と
で
、学
生
た
ち
の
語
学

ス
キ
ル
が
高
め
ら
れ
、そ
れ
を
現
実
世
界
で
活
か
せ

る
こ
と
に
彼
ら
は
感
心
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
方

式
の
最
終
効
果
と
し
て
は
、学
生
た
ち
に
生
き
た
英

語
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
点
で

す
。
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
伝
統
的
な
教
授

方
法
と
融
合
す
る
時
に
、英
語
は
も
う
概
念
で
は

な
く
、現
実
と
な
る
の
で
す
。

連携協定校での実習の様子

教
育
現
場
に

生
か
せ
る
実
践
力
を

教
職
開
発
講
座 

講
師　

松
井　

秀
史

■ 

新
た
な
学
び
の
ス
タ
ー
ト

高
度
な
専
門
性
と
実
践
力
を
兼
ね
備
え
た
教

員
の
養
成
を
目
指
し
、教
職
大
学
院
が
ス
タ
ー
ト

し
て
二
ヶ
月
余
り
。
多
彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
デ

ジ
タ
ル
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、

院
生
の
皆
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で
と
は
ひ
と
味
違
う

学
び
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
の
担
当
す
る「
学
校
組
織
と
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ
」
で
は
、
学
校
組
織
の
あ
り
方
や
学
校
教

育
の
現
場
で
起
こ
り
得
る
、子
ど
も
た
ち
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、国
の
施
策
の
方

向
性
も
踏
ま
え
な
が
ら
、議
論
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
、ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

を
果
た
す
た
め
の
実
践
的
な
手
法
を
研
究
し
て

い
ま
す
。

受
講
さ
れ
て
い
る
の
は
五
名
の
現
職
教
員
院

生
の
皆
さ
ん
で
、課
題
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
た

れ
て
お
り
、そ
の
重
み
を
感
じ
な
が
ら
授
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

■ 

分
析
力
・
発
想
力
が
実
践
力
を
高
め
る

授
業
で
は
、事
例
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
院
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
ど
の
よ

う
な
事
象
で
あ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
に
は
固
有

の
背
景
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、多
面
的
に
分
析

を
加
え
な
が
ら
、「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う

か
」
な
ど
、
個
別
に
具
体
的
な
対
応
を
考
え
、
提

案
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
子
ど

も
た
ち
と
保
護
者
、地
域
の
方
々
の
視
点
を
踏
ま

え
る
こ
と
を
共
通
理
解
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
私
の
授
業
で
は
、何
ら
か
の
課
題

に
関
し
て
、常
に「
ど
う
考
え
る
か
」か
ら
始
ま
っ

て「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
」
に
つ
い
て
具
体
的

な
方
略
を
ま
と
め
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
記
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

院
生
の
皆
さ
ん
に
は
、こ
う
し
た
こ
と
を
積
み

重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
想
力
を
高
め
、ど
の
よ

う
な
問
題
に
も
対
応
で
き
る
応
用
力
・
実
践
力

を
身
に
付
け
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

現
代
の
教
育
事
象
を

社
会
学
す
る学

校
教
育
講
座 

准
教
授

渋
谷　

真
樹

■ 

ゼ
ミ
の
風
景

教
育
社
会
学
の
研
究
室
で
は
、毎
週
月
曜
日
の

午
後
に
ゼ
ミ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
多
文

化
共
生
社
会
に
向
け
た
教
育
の
現
状
や
あ
り
方

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
学
生
が
い
ま
す
。
在
日

コ
リ
ア
ン
や
留
学
生
と
し
て
の
経
験
を
踏
ま
え

な
が
ら
、外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
を
支
援

す
る
、地
域
の
教
育
活
動
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、大
学
教
育
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
学

生
も
い
ま
す
。
大
衆
教
育
社
会
の
大
学
教
育
の

意
義
や
、教
員
養
成
大
学
に
お
け
る
大
学
と
職
業

と
の
連
関
な
ど
、本
学
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題

に
、学
生
の
視
点
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■ 

卒
業
生
・
修
了
生
の
今

卒
業
生
や
修
了
生
の
多
く
は
、小
学
校
の
教
員

に
な
っ
て
い
ま
す
。
和
歌
山
県
に
関
し
て
は
、
二

年
連
続
で
教
員
採
用
試
験
に
合
格
者
が
出
た
こ

と
が
研
究
室
の
自
慢
で
す
。

先
日
は
、
卒
業
生
が
訪
ね
て
来
て
く
れ
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
高
校
を
卒
業
し
た
お
し
ゃ
れ
な

彼
は
、
校
則
を
巡
る
生
徒
指
導
に
つ
い
て
、
中
学

校
の
先
生
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
卒
業
論

文
を
書
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
彼
が
今
は
、
授
業
中

は
ジ
ャ
ー
ジ
で
、時
折
隣
り
の
教
室
に
も
響
き
渡

る
大
声
で
、子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

■ 

教
育
社
会
学
か
ら
教
室
へ

教
育
社
会
学
は
、一
見
教
育
の
現
場
や
実
践
か

ら
は
遠
い
印
象
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、現
代
社
会
に
お
け
る
教
育
の
現
象
を
社
会
の

中
に
位
置
付
け
て
捉
え
る
視
点
は
、子
ど
も
に
向

き
合
い
、明
日
の
授
業
の
準
備
に
追
わ
れ
る
日
々

の
中
で
こ
そ
、生
き
て
く
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ホ
ッ
ト
な
心
と
ク
ー
ル
な
頭
を
も
っ
て
、
責

任
を
も
っ
て
教
育
に
携
わ
っ
て
い
く
研
究
室
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

授業風景

ゼミの風景
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■ 

期
待
と
不
安

幼
い
頃
か
ら
異
文
化
に
興
味
が
あ
り
、
留
学

す
る
こ
と
が
私
に
と
っ
て
「
夢
」
を
叶
え
る
こ

と
で
し
た
。
語
学
を
習
得
し
、
異
文
化
を
理
解

す
る
と
い
う
期
待
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
私
で

し
た
が
、
い
ざ
出
発
と
な
る
と
不
安
ば
か
り
が

押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
十
分
な
語
学
力
も
な

い
私
が
ア
メ
リ
カ
で
、
し
か
も
た
っ
た
一
人
で

本
当
に
9
ヶ
月
間
も
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
不
安
と
期
待
が
混
ざ

り
合
っ
た
気
持
ち
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
留
学
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

■ 

言
葉
の
壁
、文
化
の
壁

私
の
留
学
生
活
は
、
最
初
か
ら
楽
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
一
つ
が
言
葉
の

壁
で
す
。
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら

れ
ず
、
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
も
曖
昧
に
し

か
理
解
で
き
ず
、
毎
日
が
も
ど
か
し
く
て
仕
方

な
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
違
う

国
で
違
う
文
化
を
持
つ
人
た
ち
と
接
す
る
と
い

う
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
く
、
文
化
の
違

い
に
悩
ん
だ
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

初
め
の
頃
は
な
か
な
か
自
分
か
ら
話
す
こ
と

も
で
き
ず
、
た
だ
笑
う
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た

私
で
す
が
、
そ
ん
な
自
分
を
変
え
よ
う
と
思
い
、

う
ま
く
話
せ
な
く
て
も
自
分
か
ら
何
か
話
し
か

け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
今
思
う
と
、
こ
の
時
の

〝
悔
し
い
〞
と
思
う
気
持
ち
が
、
留
学
生
活
で
私

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

■ 

留
学
で
得
た
も
の

9
ヶ
月
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
友
達
と
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
東
海

岸
旅
行
、
初
め
て
の
ク
ラ
ブ
や
バ
ー
、
文
化
交
流

会
。
も
ち
ろ
ん
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
辛

く
て
泣
い
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
私
は
、
こ
の
9
ヶ
月
で
本
当
に
か
け
が
え

の
な
い
も
の
を
た
く
さ
ん
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
世
界
中
に
で
き
た
友
達
、
出
会
っ
た
人
々
、

経
験
し
た
こ
と
、
文
化
を
理
解
す
る
気
持
ち
、
そ

し
て
人
を
理
解
し
よ
う
と
思
う
気
持
ち
…
。
今

後
も
こ
の
留
学
を
私
の
こ
れ
か
ら
に
活
か
し
、
繋

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
の
関
わ
っ

た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

■ 

直
感
を
信
じ
て

私
は
、
2
0
0
7
年
8
月
末
か
ら
2
0
0
8

年
2
月
末
ま
で
の
半
年
間
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ブ

カ
レ
ス
ト
大
学
に
留
学
し
て
お
り
ま
し
た
。
留

学
先
を
ブ
カ
レ
ス
ト
大
学
に
決
め
た
際
、
多
く

の
友
人
・
知
人
が
私
に
「
な
ぜ
ル
ー
マ
ニ
ア
な

の
？
？
」
と
い
う
質
問
を
し
ま
し
た
。
正
直
、
自

分
自
身
に
も
明
確
な
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
、
他
の
人
が
留
学
し
そ
う
に
な
い
所

が
い
い
、
小
学
生
の
頃
好
き
だ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
選

手
が
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ハ
ジ
と
い
う
選
手
だ
っ
た
…

な
ど
と
い
う
こ
じ
つ
け
の
よ
う
な
理
由
ば
か
り

で
、
ほ
と
ん
ど
私
の
直
感
が
主
な
理
由
で
し
た
。

ま
た
、
自
分
の
専
攻
や
将
来
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
英
語
圏
の
国
な
ど
へ
行
く
の
が
正
解
だ
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
留
学
生
活
を
終

え
て
み
て
、
私
の
直
感
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■ 

刺
激
的
な
日
常

実
際
の
留
学
生
活
は
毎
日
非
常
に
充
実
し
て

お
り
、
授
業
も
授
業
以
外
の
こ
と
も
、
良
い
こ

と
も
悪
い
こ
と
も
刺
激
的
な
こ
と
ば
か
り
で
、

毎
日
が
自
分
の
糧
に
な
っ
て
い
く
の
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
授
業
外
で
は
、

ほ
ぼ
毎
日
行
わ
れ
る
友
人
と
の
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ク

リ
ス
マ
ス
、
新
年
な
ど
な
ど
、
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
何
よ
り
現
地
の
人

た
ち
と
の
交
流
が
、
自
分
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
半
年
間
は
、
自
分
の
人
生
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
が
留

学
で
き
た
の
も
、
多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
ブ
カ
レ
ス
ト
大
学
と
奈
良
教
育
大
学
と

の
交
流
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

留学生レポート

ルーマニアでの半年間
総合教育課程生涯学習コース 4回生

手代木 丈伸

留学生レポート

from Romania

アメリカ留学体験記
総合教育課程生涯学習コース 4回生

小野田 奈央

from USA

新年を迎えて友人と

ニューヨーク旅行にて

■ 

日
本
の
生
活
に
慣
れ
る
こ
と

初
め
ま
し
て
。
私
は
フ
ラ
ン
ス
で
二
年
間
日

本
語
を
勉
強
し
て
、
2
0
0
7
年
10
月
の
初
め

に
日
本
に
到
着
し
ま
し
た
。
初
め
て
奈
良
教
育

大
学
に
来
た
時
は
、
先
生
の
話
が
全
然
理
解
で

き
な
か
っ
た
も
の
で
す
。「
こ
れ
は
、
私
が
勉

強
し
た
言
語
と
同
じ
言
語
?
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
日
常
生
活
の
習
慣
も
、
フ
ラ
ン
ス
と

は
か
な
り
違
い
ま
す
が
、
先
生
方
や
日
本
人
学

生
の
お
か
げ
で
、
今
は
日
本
で
暮
ら
す
こ
と
を

本
当
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
で
も
、
日
本
の

生
活
の
新
し
い
側
面
を
見
つ
け
た
り
、
日
本
人

の
考
え
方
か
ら
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
私
に

と
っ
て
こ
の
日
本
留
学
は
、
い
つ
ま
で
も
心
に

残
る
経
験
に
な
る
で
し
ょ
う
。

■ 「
留
学
」っ
て
勉
強
だ
け
?

留
学
生
と
し
て
一
生
懸
命
勉
強
す
る
の
は

当
然
で
す
が
、
奈
良
教
育
大
学
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
高
知
ま
で
見
学
に
行
っ
た
り
、
歌
舞
伎
を

見
た
り
、
日
本
人
学
生
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た

り
.
.
.
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
自
分

で
い
ろ
ん
な
場
所
を
見
物
し
た
り
、
日
本
人
の

友
達
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

こ
う
い
う
経
験
を
し
た
結
果
、
日
本
で
楽
し
く

暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■ 

異
文
化
が
理
解
出
来
る
こ
と

奈
良
教
育
大
学
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
面
白
い

授
業
を
受
け
ま
し
た
。
言
語
講
義
、
文
化
講

義
、
書
道
等
を
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
授
業
に
出
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
授
業
の
お
か
げ
で
、
日
本
の
文

化
や
考
え
方
を
少
し
ず
つ
理
解
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
私
の
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
に
は
、
日

本
人
の
留
学
生
が
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
に
帰
っ

た
時
に
、
ど
ん
な
方
法
で
こ
の
留
学
生
を
手

伝
っ
て
あ
げ
れ
ば
い
い
の
か
、
今
は
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
と
日
本
人
学
生
の
皆
さ
ん

に
は
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

留学生レポート

私
は
、
平
成
17
年
の
3
月
に
日
本
に
留
学
し

て
き
ま
し
た
。
日
本
に
到
着
し
た
日
、
初
め
て

家
族
と
離
れ
、
海
を
渡
っ
て
日
本
の
空
港
に
降

り
立
っ
た
私
は
、
日
本
に
来
た
と
い
う
興
奮
よ

り
も
、
今
か
ら
は
一
人
で
生
き
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
安
で
一
杯
で
し
た
。
言

葉
も
通
じ
な
い
日
本
で
の
生
活
は
、
本
当
に
心

配
で
し
た
。
私
が
日
本
に
来
た
時
は
梅
の
花
が

咲
き
、
桜
も
ほ
こ
ろ
び
始
め
る
頃
で
し
た
。
本

当
に
き
れ
い
な
春
で
し
た
。
し
か
し
私
に
は
、

初
め
て
迎
え
る
日
本
の
春
は
美
し
く
見
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
日
本
の
生
活
、

理
解
で
き
な
い
日
本
語
、
故
郷
へ
の
思
い
な
ど

で
、
私
の
心
は
真
冬
の
よ
う
で
し
た
。

私
は
奈
良
教
育
大
学
に
入
学
す
る
前
に
、
白

鳳
女
子
短
期
大
学
の
総
合
人
間
学
科
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
日
本
語
と
日
本
文
化
コ
ー
ス
を
専
攻
し
ま

し
た
。
学
長
先
生
を
は
じ
め
、
ど
の
先
生
方
も
温

か
い
愛
情
で
私
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
、
何
も
心
配
す
る
こ
と
な
く
勉
強
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
白
鳳
女
子
短
期
大
学
で

は
、
日
本
語
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
文
化
や
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
文
化
・
習
慣
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
域
の
方
々
と
の
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
会
も
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
毎
日
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
学
園
祭
で
は
店
を
出
し
た
り
、
ダ

ン
ス
を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
、
思
い
出

が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
19
年
の
4
月
か
ら
奈
良
教
育
大

学
に
入
学
し
、
今
は
教
育
・
発
達
基
礎
コ
ー
ス
の

教
育
学
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。
奈
良
教
育
大
学
で

も
、
先
生
方
の
温
か
い
愛
情
の
下
で
幸
せ
な
留
学

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
私
に
は
「
教
師
に
な
り

た
い
」
と
い
う
強
い
夢
が
あ
る
の
で
、
勉
強
に
励

ん
で
い
ま
す
。
新
し
い
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
て
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
3
年
半
と
い
う
期
間
は
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
困
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て
が
懐
か
し
い

こ
と
と
し
て
、
絵
の
よ
う
に
思
い
浮
か
び
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
新
た
な
経
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
自

分
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、

好
奇
心
・
自
信
・
勇
気
・
忍
耐
と
い
う
言
葉
を
胸

に
抱
え
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

留学生レポート

日本での貴重な経験と
留学生活
学校教育教員養成課程教育・発達基礎コース 2回生

ティンティンヌェ
from Myanmar

日本留学の経験
特別聴講学生 (フランス・リヨン第3大学 )

ビリオン  ヴァンサン

from France

寮でクリスマスパーティ（右端）

左上 友人と一緒に
右下 短大の卒業式にて
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ひと・あれ・これ

未
熟
な
縁
の
下
の

力
持
ち日本ビ

ー
・
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

正
木　

祥
子

（
平
成
19
年
3
月
教
育
学
部
卒
）

私
の
仕
事

現
在
私
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
専
門
の
塗
料
メ
ー
カ
ー
で
働
い
て
い
ま
す
。

製
造
さ
れ
る
製
品
の
ほ
と
ん
ど
が
、
自
動
車

用
部
品
の
塗
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
そ
こ
で
、
塗
料
の
分
析
を
日
々
行
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
お
客
様
の
所
で

塗
装
を
し
て
不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
、
さ

ま
ざ
ま
な
装
置
を
駆
使
し
て
原
因
を
突
き
止

め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

分
析
の
仕
事
で
扱
う
不
具
合
の
ほ
と
ん
ど

は
凹
凸
な
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
ほ
ぼ
約
数

10
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
き
さ
の
も

の
ば
か
り
で
す
。
実
際
に
仕
事
に
取
り
か
か

る
際
に
は
、
非
常
に
細
か
な
作
業
が
必
要
と

さ
れ
る
た
め
、
働
き
始
め
の
頃
は
、
不
具
合

の
箇
所
を
見
失
っ
た
り
誤
っ
て
傷
を
付
け
た

り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
集
中
力
を
保
つ

の
が
大
変
で
し
た
。

〝
慣
れ
る
〞
た
め
の
一
年
目

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、
一
年
が
過
ぎ
る
の

に
実
は
12
ヶ
月
も
か
か
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
く
ら
い
、
時
間
が
経
つ
の
が
早

く
感
じ
ま
し
た
。

思
え
ば
、
昨
年
の
一
年
間
は
慣
れ
る
た
め

の
期
間
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
見
知
ら

ぬ
土
地
で
の
生
活
、
仕
事
、
新
た
な
人
間
関

係
等
、
全
て
に
お
い
て
私
の
環
境
が
変
わ
り

ま
し
た
。
慣
れ
親
し
ん
だ
関
西
を
離
れ
て
の

生
活
は
、
初
め
は
辛
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た

が
、
喉
元
過
ぎ
れ
ば
…
で
す
ね
。
今
で
は
ず

い
ぶ
ん
と
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

仕
事
に
お
い
て
も
、
分
析
装
置
の
取
り
扱

い
は
一
通
り
こ
な
せ
る
よ
う
に
は
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
複
雑
な
サ
ン
プ
ル
に
な
る
と
途
端

に
手
こ
ず
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と

先
輩
に
助
け
を
求
め
る
の
で
す
が
、
あ
っ
と
い

う
間
に
分
析
を
終
え
る
手
さ
ば
き
は
見
事
で

勉
強
に
な
り
ま
す
。

仕
事
上
、
私
は
お
客
様
に
直
接
お
会
い
す

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
分
析
結

果
は
お
客
様
へ
の
報
告
と
し
て
利
用
さ
れ
る

の
で
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
自
分
の
技

術
を
磨
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
し
で
も
先
輩
に
近
づ
け
る
よ
う
、

〝
進
歩
〞
の
二
年
目
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

分析装置の前にて

想
い
は

　

必
ず
伝
わ
る

三
郷
市
立
三
郷
小
学
校

城
本　

雅
司

（
平
成
18
年
3
月
教
育
学
部
卒
）

瞬
く
間
の
一
年
目

 

一
年
前
の
春
、
何
を
す
る
の
も
新
鮮
で
、
毎

日
子
ど
も
た
ち
と
出
会
う
の
が
楽
し
く
て
仕

方
が
な
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

昼
休
み
に
C
D
を
か
け
て
ダ
ン
ス
を
踊
っ

た
り
、
給
食
時
間
に
は
家
で
の
こ
と
や
遊
び

な
ど
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
話
を
し
ま
し
た
。

遠
足
や
社
会
見
学
の
移
動
中
に
は
、
一
緒
に

歌
を
歌
っ
た
り
、
た
わ
い
も
な
い
話
で
盛
り

上
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
放
課
後
、

教
室
で
一
人
作
業
を
し
て
い
た
時
に
寂
し
さ

が
込
み
上
げ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
に

は
自
分
自
身
驚
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
毎
日
が
楽
し
い
こ
と
ば
か
り

で
は
な
く
、
と
き
に
は
辛
い
思
い
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
ど
う
し
て
も
許

せ
な
い
こ
と
を
し
た
の
で
、「
そ
れ
は
い
け
な

い
こ
と
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
怒
っ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
う
ま
く
伝
わ
ら
ず
に

言
い
争
い
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
の
指
示
不
足
で
、
子
ど
も
た
ち
が

ど
う
行
動
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
困
ら

せ
て
し
ま
っ
た
り
、
授
業
が
準
備
不
足
の
た

め
反
応
が
悪
く
、
わ
か
ら
な
い
顔
を
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
は
、
子
ど

も
た
ち
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
、
途
中
で
投
げ
出
し
た
く
な
る
瞬
間

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
諦
め
る
こ
と
な

く
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の

行
動
が
変
わ
り
、「
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
わ
っ

た
」
と
い
う
実
感
を
持
て
た
か
ら
で
し
た
。

秘
め
た
力

 

二
年
目
に
な
り
、
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
き
た

こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
持
つ
力
の
大
き
さ

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
私
が
思
っ
て
い
た

以
上
に
責
任
感
が
あ
り
、
行
動
力
も
あ
り
ま

す
。
任
せ
れ
ば
一
所
懸
命
頑
張
っ
て
く
れ
ま

す
し
、
褒
め
れ
ば
と
て
も
喜
ん
で
、
さ
ら
に

頑
張
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
声
を
聞
く
た
め
に

 

ま
だ
ま
だ
思
い
通
り
に
い
か
な
い
時
も
あ

り
、
失
敗
を
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、

去
年
の
一
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
努

力
を
重
ね
、「
今
日
の
授
業
は
楽
し
か
っ
た
」

「
ま
た
や
っ
て
」
と
い
っ
た
声
が
あ
ふ
れ
る
よ

う
な
ク
ラ
ス
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｜課｜外｜活｜動｜

私
た
ち
奈
良
教
育
大
学
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
は
、
総
部
員
数
約
50
人
で
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
と
言
っ

て
も
あ
ま
り
耳
な
じ
み
が
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
要
は
吹
奏
楽
部
の
こ
と
で
す
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
に
は
顧
問
の
先
生
は
い
ま
す

が
、
学
生
主
体
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
演
奏
会

を
行
う
際
に
は
、
ホ
ー
ル
と
の
打
ち
合
わ
せ
や

レ
ン
タ
カ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
の
手
配
、
ま
た
、
合

宿
を
行
う
に
当
た
っ
て
旅
行
会
社
の
方
・
旅
館

の
方
と
の
打
ち
合
わ
せ
等
、
高
校
の
頃
で
あ
れ

ば
先
生
方
が
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
こ
と
も
、

す
べ
て
学
生
が
行
い
ま
す
。
多
種
多
様
な
仕
事

が
あ
る
の
で
す
が
、
係
を
複
数
設
け
た
り
し
な

が
ら
組
織
立
て
、
部
員
み
ん
な
で
一
丸
と
な
っ

て
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
や
は
り
こ
れ
だ
け
の
人
数
で
活
動
し

て
い
る
の
で
、
当
然
意
見
の
す
れ
違
い
や
衝
突

も
時
に
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
良

い
サ
ー
ク
ル
を
作
ろ
う
、
楽
し
も
う
」
と
い
う

意
志
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
目

標
に
到
達
で
き
た
時
の
喜
び
は
と
て
も
大
き
な

も
の
と
な
り
ま
す
。
ゆ
る
ぎ
な
い
意
志
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
た
と
え
つ
ら
く
て
も
、
ま
た
立
ち

上
が
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
意
志
は
決
し
て
一
人
で
持
ち
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
仲
間
が
い

る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
周
り
に
い
る
人

た
ち
を
信
用
す
る
こ
と
が
、
自
分
を
前
に
進
め

る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
と
、
こ
の
サ
ー
ク
ル

活
動
を
通
じ
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

受
験
生
の
方
の
中
に
は
、「
受
験
は
一
人
で
す

る
も
の
だ
」
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
周
り
の
人
た
ち
の
こ
と
や
、
そ

れ
に
支
え
ら
れ
て
い
る
自
分
の
意
志
に
つ
い
て
、

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
少
し
考
え
て
み
る
の
も
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と

総
合
教
育
課
程
文
化
財
・
書
道
芸
術
コ
ー
ス
３
回
生

天

池

規

夫

ウインド
アンサンブル

夏に行われた合宿

広
が
る
サ
ー
ク
ル
活
動

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
言
語
・
社
会
コ
ー
ス
4
回
生

 

文
化
会
会
長　

旧
田
克
也

課
外
活
動
共
用
施
設
完
成
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
施
設
の
完
成
は
、
我
々
文

化
会
に
と
っ
て
も
非
常
に
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー

ス
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
さ

ら
な
る
活
性
化
の
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
施
設

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
回
の
共
用
施
設
完
成
ま
で
に
は
、
長

い
道
の
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
奈
良
教
育

大
学
は
、
少
人
数
制
を
ウ
リ
と
し
て
い
る
小

規
模
な
大
学
で
す
が
、
サ
ー
ク
ル
活
動
は

そ
れ
に
比
べ
て
活
発
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
大
学
の
敷
地
の
狭
さ
が
そ
の
サ
ー

ク
ル
活
動
を
制
限
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
り
ま
す
。
ま
た
学
内
の
施
設
も
年
季
の

入
っ
た
も
の
が
多
く
、
サ
ー
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス

を
は
じ
め
と
し
て
、
使
用
に
耐
え
な
い
も

の
が
ち
ら
ほ
ら
存
在
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

サ
ー
ク
ル
に
よ
っ
て
は
十
分
な
活
動
環
境

を
確
保
で
き
ず
、
部
室
も
な
い
た
め
、
や

む
な
く
活
動
の
際
に
教
室
を
借
り
る
サ
ー

ク
ル
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
大
き
な
サ
ー
ク
ル

の
中
に
は
、
活
動
場
所
が
小
さ
い
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
員
に
十
分
な
活
動
時
間
を
持

た
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
嘆
く
サ
ー
ク
ル

も
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
が
活
動
す
る
場

所
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
た
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
問
題
の
改
善
は
、
私
が
大

学
に
入
学
し
て
く
る
ま
で
に
も
ず
っ
と
話

し
合
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
形
で
の
改
善
策
を
取
る
か
で
学
生
側
と

大
学
側
の
意
見
が
か
み
合
わ
ず
、
両
者
が

同
意
に
至
る
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
が
か

か
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
課
外
活
動
共
用
施

設
の
完
成
は
、
こ
の
よ
う
な
長
い
時
間
を

か
け
た
両
者
の
歩
み
寄
り
の
成
果
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

施
設
の
活
用
方
法
と
し
て
は
ま
だ
手
探

り
の
状
態
で
、
現
在
十
分
に
活
用
で
き
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
時
間
を

か
け
て
、
ど
う
す
れ
ば
よ
り
良
い
使
い
方

が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

課外活動共用施設完成
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毎
週
木
曜
日
は
〝
虫
は
か
せ
の
日
〞

　

附
属
幼
稚
園
の
現
在
の
園
長
は
動
物
学
の
専

門
家
で
、自
然
環
境
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
授
で
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は〝
虫
は
か
せ
〞

と
呼
ば
れ
て
い
て
、園
内
で
見
つ
け
た
虫
や
草

花
、キ
ノ
コ
な
ど
、珍
し
い
自
然
物
を
見
つ
け
る

と
、〝
は
か
せ
〞に
聞
き
に
行
き
ま
す
。
週
に
１
回

の〝
虫
は
か
せ
の
日
〞を
、子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み

に
し
て
い
て
、「
こ
の
虫
何
だ
ろ
う
」「
こ
れ
も
聞

い
て
み
た
い
」と
、〝
虫
は
か
せ
〞に
教
え
て
も
ら

い
た
い
こ
と
を
た
っ
ぷ
り
た
め
て
待
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て「
こ
れ
ク
チ
ベ
ニ
マ
イ
マ
イ
っ
て
い

う
ね
ん
で
」な
ど
と
、保
育
者
も
驚
く
よ
う
な
専

門
的
な
言
葉
を
使
っ
た
り
、虫
の
細
か
い
模
様
や

特
徴
を
捉
え
よ
う
と
、真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
向
け

た
り
し
て
い
る
子
ど
も
の
姿
を
見
る
と
、実
際
に

触
れ
て
体
験
す
る
こ
と
が
子
ど
も
の
力
に
な
っ

て
い
く
の
だ
と
、そ
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し

ま
す
。虫

は
か
せ
の
講
義
！？

生
き
物
や
自
然
に
対
す
る
興
味
の
幅
を
広
げ

て
欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
年
長
組
の
子
ど

も
た
ち
を
対
象
に
、〝
は
か
せ
〞
に
話
を
し
て

も
ら
う
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。「
ダ
ン
ゴ
ム

シ
の
足
は
何
本
？
」「
ザ
リ
ガ
ニ
は
ど
う
や
っ

て
ご
飯
を
食
べ
る
の
？
」
…
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
身
近
な
生
き
物
を
テ
ー
マ
に
し
た
〝
は

か
せ
〞
の
話
は
面
白
く
、
子
ど
も
た
ち
も
真
剣

そ
の
も
の
。
子
ど
も
た
ち
は
〝
は
か
せ
〞
な
ら

で
は
の
専
門

的
な
話
を
喜

び
、
真
剣
に

聞
き
入
っ
て

い
ま
す
。
本

物
に
触
れ
、

心
が
揺
さ
ぶ

ら
れ
る
経
験

を
大
切
に
し

幼稚園 
大
学
と
の
連
携
を
い
か
し
た
幼
児
教
育

附
属
幼
稚
園 

教
諭　
山
本　

祐
子

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
施
設
や
人
的
環
境
を
生
か
し
て

そ
の
他
に
、
大
学
附
属
と
い
う
本
園
の
特
色

を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
保
育
実
践
を
し
て
い

ま
す
。
教
育
実
習
だ
け
で
な
く
、
保
育
現
場
で

の
経
験
を
積
み
た
い
と
希
望
す
る
熱
心
な
学
生

が
、
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子
ど
も
た
ち

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
接

す
る
中
で
の
学
び
も
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
の
図
書
館
で
開
設
さ
れ
て
い
る
〝
え

ほ
ん
の
ひ
ろ
ば
〞
の
利
用
や
、
大
学
の
研
究
室

を
訪
問
す
る
機
会
を
設
け
、
隣
接
す
る
大
学
を

活
用
し
た
豊
か
な
生
活
を
園
児
が
楽
し
め
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

小学校 

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
向
け
て

附
属
小
学
校 

教
諭　
小
畑　

治

鹿の下あごにははがないんだよ

木の中にいるこの虫なぁに？

は
じ
め
に

　

子
ど
も
た
ち
が
路
地
や
空
き
地
に
み
ん
な
集

ま
り
、日
が
暮
れ
る
ま
で
た
く
さ
ん
遊
ん
で
い
た

風
景
は
、今
や
昔
話
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現

在
は
、遊
ぶ
場
所
が
少
な
く
な
っ
た
ば
か
り
で
な

く
、安
心
し
て
外
で
遊
ぶ
こ
と
さ
え
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、子
ど
も
た
ち
の
体

力
・
運
動
能
力
の
低
下
、健
康
へ
の
悪
影
響
、さ
ら

に
は
情
緒
の
不
安
定
や
社
会
性
の
育
ち
に
く
さ

と
い
っ
た
問
題
が
看
過
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
改
善
の

た
め
に
、
附
属
小

学
校
で
は
大
学
の

保
健
体
育
講
座

と
連
携
を
し
て
、

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
教
室『
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
』を
開
い

て
い
ま
す
。

バ
ル
シ
ュ
ー
レ
と
は

『
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
』
と
い
う
言
葉
は
ド
イ
ツ

語
で
す
が
、英
語
で
言
う
と
「
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
」

す
な
わ
ち
、
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
教
室
と
い
う
意
味

で
す
。
こ
れ
は
、
大
学
が
1
9
9
7
年
か
ら
交

流
し
て
い
る
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
と
の
共

同
研
究
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
「
子
ど
も
ボ
ー

ル
ゲ
ー
ム
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
く
取
り
組
め
る
ゲ
ー
ム
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
特
定
の
球
技
種
目
に
取
り
組

む
の
で
は
な
く
、
ど
の
球
技
種
目
に
も
共
通
す

る
基
本
的
な
動
き
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
い

ろ
ん
な
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー

ム
に
楽
し
く
取
り
組
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
自
然

バルシューレマーク

本
校
で
は
、2
0
0
6（
平
成
18
）年
度
か
ら

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、五
ヶ
年
計
画
の「
E
S
D

の
理
念
に
基
づ
く
学
校
づ
く
り
」を
掲
げ
て
い
ま

す
。
E
S
D（Education for Sustainble 

D
evelopm

ent

）に
つ
い
て
早
く
か
ら
研
究
さ
れ
て

い
る
奈
良
教
育
大
学
の
田
渕
五
十
生
先
生
に
は
、関

連
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
や
、世
界
遺
産
教
育

の
立
場
か
ら
本
校
の「
奈
良
め
ぐ
り
」等
の
活
動
の
発

表
を
通
し
て
ご
協
力
や
ご
指
導
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、教
科
と
の
関
連
性
を
考
え
た
研
究
会

も
開
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、教
科
と
教
科
外
活
動

の
実
践
を
再
構
築
し
て
い
く
教
育
研
究
の
3
年
次

で
、サ
ブ
テ
ー
マ
は
、〜
E
S
D
の
理
念
を
学
ぶ
教
科

活
動
と
学
校
行
事
〜
で
す
。

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、附
属
中
学
校
の
学
校

行
事
を
E
S
D
の
視
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

一
年
生
は
、五
月
の
野
外
活
動
と
し
て
、一
泊
二

日
で
国
立
曽
爾
青
少
年
自
然
の
家
に
行
き
ま
し

た
。
夜
の
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
イ
ア
で
は
、ほ
の
か
な

明
か
り
の
中
で
、御
杖
村
真
菅
の
幽
玄
で
迫
力
の
あ

る
獅
子
舞
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、村
に
伝
わ
る
伝
統

文
化
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
年
生
は
、五
月
に
二
泊
三
日
で
、答
志・鳥
羽・

伊
勢
地
方
へ
の
臨
海
実
習
に
出
か
け
ま
し
た
。

一
日
目
の
活
動
は
、海
の
博
物
館
で
の
学
習
と

漁
家
訪
問
で
す
。
学
芸
員・
平
賀
さ
ん
の
ボ
ラ
の

話
を
は
じ
め
、博
物
館
で
は
、持
続
的
な
漁
業
と
そ

の
背
景
に
流
れ
る
漁
村
の
信
仰
が
よ
く
わ
か
り
、

自
然
や
い
の
ち
の
営
み
を
よ
く
捉
え
た
先
人
の
知

恵
と
、共
同
体
の
工
夫
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
夜
の
漁
家
訪
問
で
、直
接
漁
師
さ
ん

か
ら
聞
き
取
る
中
で
、よ
り
強
く
実
感
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

二
日
目
は
、浮
島
で
多
様
な
磯
の
生
き
物
た
ち

の
観
察
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
試

み
と
し
て
、答
志
中
学
と
の
神
楽
を
通
し
た
舞
の

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
夜
の
講
座
は
、昨
年
ま

で
の
寝
屋
子
と
漁
協
、海
女
の
話
に
、新
た
に
答
志

と
奈
良
を
つ
な
ぐ
歴
史
講
座
、伊
勢
湾
の
環
境
に

関
わ
る
お
話
を
二
講
座
持
ち
ま
し
た
。

三
日
目
の
活
動
で
は
、〝
水
系
〞と
い
う
テ
ー
マ

で
捉
え
る
試
み
を
し
、宮
川
河
口
の
大
湊
の
干
潟

に
あ
る
、砕
波
帯
ネ
ッ
ト
で
の
生
物
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
E
S
D
と
い
う
切
り
口
か
ら
、臨
海
で

の
体
験
が
、地
域
や
自
分
の
未
来
の
生
き
方
に
つ

な
げ
て
い
く
学
び
へ
と
、広
が
っ
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
年
生
は
、四
月
に
三
泊
四
日
で
沖
縄
修
学
旅

行
に
行
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
、平
和
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
を
聞
き
な

が
ら
沖
縄
平
和
祈
念
資
料
館
に
行
き
、そ
の
後
、魂

魄
の
塔
の
前
で
平
和
宣
言
を
行
い
、次
に
ガ
マ
体
験

を
経
て
、平
和
の
大
切
さ
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

夜
は
、傷
病
兵
の
世
話
を
し
て
お
ら
れ
た
方
か
ら
当

時
の
生
々
し
い
お
話
を
伺
い
、事
前
学
習
だ
け
で
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
戦
争
の
悲
惨
さ
、平
和
の
大
切
さ

を
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、学
生
ガ
イ
ド
さ
ん
と
、南
部
戦
跡

を
中
心
に
見
学
を
し
た
班
、泡
瀬
干
潟
で
エ
コ
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
班
、植
物
園
に
行
っ
た
班
、辺
野

古
で
地
元
の〝
お
じ
い
〞や〝
お
ば
あ
〞と
話
を
し
た

班
、宜
野
湾
市
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
活
動
に
取
り
組

ん
だ
班
、世
界
遺
産
巡
り
を
し
た
班
、そ
し
て
五
組

は
小
桜
の
塔
前
で
平
和
集
会
、さ
ら
に
農
業
体
験

と
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
夜
は
会
沢
芽
美
さ
ん
の
平

和
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、生
徒
た
ち
も
朗
読

や
歌
で
参
加
し
ま
し
た
。  

三
日
目
は
体
験
学
習
の
日
と
し
て
、慶
佐
次
川

で
の
カ
ヤ
ッ
ク
と
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
観
察
、三
線
、エ

イ
サ
ー
、紅
芋
農
業
体
験
等
々
、沖
縄
の
自
然
と
文

化
を
満
喫
し
ま
し
た
。

一
年
生
は
曽
爾
の
二
日
間
で
、仲
間
と
助
け

合
っ
た
り
協
力
し
た
り
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
に

成
長
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
二
年
生
は
E
S
D

と
い
う
切
り
口
か
ら
、臨
海
で
の
体
験
が
地
域
や

自
分
の
未
来
の
生
き
方
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
三
年
生
の
沖
縄
修
学
旅
行
で

は
、現
地
で
の
活
動
を
通
し
て
、「
平
和
の
大
切
さ
」

を
実
感
と
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
宿
泊

行
事
は
、学
校
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
が

で
き
る
場
で
す
。

こ
の
よ
う
に
本
校
で
は
、持
続
可
能
な
未
来
の

た
め
の
教
育
と
し

て
、「
人
権
教
育
」

「
環
境
教
育
」「
世
界

遺
産
教
育
」「
平
和

教
育
」「
他
文
化
共

生
教
育
」に
焦
点
を

当
て
て
、学
校
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
基
礎
的
な
運
動
能
力
が
身
に
つ
く
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

取
り
組
み
の
様
子

附
属
小
学
校
で
は
、
毎
週
火
曜
日
の
放
課
後

に
小
学
校
の
体
育
館
で
『
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
』
を

し
て
い
ま
す
。
指
導
に
は
、
大
学
の
保
健
体
育

講
座
の
先
生
や
大
学
生
が
毎
週
来
て
く
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
人
気
も
高
く
、
毎
回
汗
を

い
っ
ぱ
い
か
い
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

保
護
者
か
ら
も
、
塾
で
は
な
く
学
校
が
開
催
し

て
く
れ
る
こ
と
を
喜
ぶ
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

昔
の
よ
う
な
遊
び
場
所
を
作
っ
て
、
日
が
暮

れ
る
ま
で
遊
ぶ
こ
と
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、

昔
を
懐
か
し
む
の
で
は
な
く
、
今
、
で
き
る
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
大

学
と
附
属
小
学
校
が
手
を
取
り
合
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
研
究
と
実

践
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ボールを追いかける様子

中学校 

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
理
念
を
学
ぶ

　
　
　
　
　

教
科
活
動
と
学
校
行
事

附
属
中
学
校 

副
校
長　
植
村　

啓
介
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コ
ミ
ス
ジ

　

翅
（
は
ね
）
を
広
げ
る
と
4.5
〜
５
㎝
ぐ
ら
い
の
中
型

の
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。滑
空
と
羽
ば
た
き
を
繰
り
返
し
て
、

ヒ
ラ
〜
、ヒ
ラ
〜
と
い
う
感
じ
で
緩
や
か
に
飛
ぶ
の
で
、

簡
単
に
捕
獲
で
き
そ
う
に
思
え
る
が
、
い
ざ
そ
の
気

に
な
っ
て
も
け
っ
こ
う
捕
獲
し
に
く
い
。派
手
な
翅
色

が
特
徴
の
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
で
あ
る
が
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
は
す
べ
て
黒
褐
色
地
に
白
い
「
す
じ
」
を
持
つ
。

そ
の
「
す
じ
」
の
数
や
特
徴
が
チ
ョ
ウ
の
名
前
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。ち
な
み
に
こ
の
チ
ョ
ウ
は
、
翅

を
広
げ
る
と
背
面
に
3
本
の
「
す
じ
」
が
顕
著
で
あ
る

う
ち
の
小
型
種
と
い
う
こ
と
で
、「
こ
み
す
じ
」と
名
付

け
ら
れ
て
い
る
。裏
面
の
地
色
は
茶
褐
色
と
色
合
い
が

薄
い
が
、や
は
り
3
本
の「
す
じ
」が
確
認
で
き
る
。　

　

本
学
で
は
、
こ
の
チ
ョ
ウ
は
5
月
初
旬
か
ら
10
月
初

旬
に
か
け
て
見
ら
れ
る
が
、
7
月
の
初
旬
や
8
月
の
終

わ
り
頃
に
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。従
っ
て
、
お
そ
ら

く
年
3
回
の
発
生
で
あ
ろ
う
。本
種
の
幼
虫
は
、
ク
ズ

や
フ
ジ
な
ど
本
学
内
で
は
珍
し
く
な
い
マ
メ
科
植
物
な

ど
を
食
べ
て
育
つ
の
で
、
当
然
本
学
内
で
も
繁
殖
を
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
私
は
ま
だ
確
認
し
た
こ
と
が

な
い
。越
冬
は
終
齢
（
幼
虫
の
時
に
5
回
脱
皮
を
繰
り

返
す
そ
の
最
後
の
段
階
）幼
虫
で
行
う
と
い
う
。

 

（
自
然
環
境
教
育
セ
ン
タ
ー
長　

前
田
喜
四
雄
）
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和名 コミスジ
学名 Neptis sappho

分類 タテハチョウ科
　　　　 （鱗翅目，昆虫綱）
翅開長 45～50mm


